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【 当包括での支援事例のご紹介 】

定期的な通所により、短期集中的に運動機能向上・認知機

能向上を図り、終了時には目標達成の評価と今後の介護予防

について調整します。

の

サービス事業を

ご存じですか

事業利用者の方々に

うれしい

がでています

短期集中型

サービス事業

専門職による個別指導

利用回数：全２４回

（６か月）

利用時間：１時間30分

人の輪に入るのは

苦手。不安だったが、

少人数で良かった。

利用料

無料

改善指導

改善指導

簡易な援助を必要とする高齢者の方に、3～６か月

の短期間に集中して、生活機能の維持向上を目的に、

介護予防サービスが利用いただける事業です。

通所型と訪問型があります。

短期集中型

サービス事業

車でお迎え

健康チェック

運動指導など

休憩（水分補給）

その他

送り

家庭での事情を考慮した実現可能な対策を行うため、利用

してよかったとの声が聞かれています。

ビリテーション専門職指導

歯科衛生士が、適切な歯磨き方法のほか、

摂食・嚥下の向上を図ります。

栄養士が、食生活の改善など、個別的な

支援を行います。

理学療法士や作業療法士が、運動及び

認知機能の維持・向上を図ります。

各リスク 初回 最終 結果

運動機能低下リスク（あり）％ 59.2 44.4 減少

低栄養リスク（あり）％ 3.5 2.1 維持

口腔機能低下リスク（あり）％ 27.5 21.8 維持

閉じこもりリスク（あり）％ 19.7 18.3 維持

認知機能低下リスク（あり）％ 64.8 58.5 維持

利用回数：２回

利用時間：１時間程度/回

包括が基本チェックリストを行い、日常生活における何

らかのリスクがあると判断された方を、「事業対象者」と

して認定します。

利用回数：3回

利用時間：１時間程度/回

利用回数：最大6回

（3～６か月）

利用時間：１時間程度/回

送迎あり

事業修了後、

ミニデイサービスの

利用等や地域の集いの場

につながっています。

運動機能、認知機能、心身機能において

すべて維持・改善されてます

こんな方が利用しています

◼ 歯科受診につながっていない方

◼ 体重減少が見受けられる方

こんな方が利用しています

◼ 低栄養状態の方

◼ 食材選び方の再確認が必要な方

こんな方が利用しています

◼ 外出や交流機会が少ない方

◼ 運動習慣がない方

体調チェック

ラジオ体操

ストレッチ

個別での筋力向上運動

脳トレ

講話 など

楽しそうなご様子が
動画で見れます

要介護状態になるのを予防し

住み慣れた地域で自立した生活を続けられるように

【 対象者 】

◼ 要支援1・2の方

◼ 事業対象者の方

（主治医の許可が必要です）

退職後、活動性が低下し、

膝の痛みが増してきた。

短期集中型 サービス

日々の運動を習慣化し、膝

の痛みが悪化しないように

筋力をつける。

糖尿病の悪化で入退院を繰

り返している。元々、料理

の経験はないが、自宅の食

事内容を見直したい。

短期集中型 サービス

（栄養改善指導）

栄養士が、普段利用する

スーパーに同行して、利用

者に応じた惣菜などの選び

方を助言。

主治医が設定した

目標の血糖値まで改

善できた。

70代女性

80代男性

膝の痛みが軽減した

ので、看護師の知識を活

かして、包括職員と一緒

に認知症について地域

へ伝えていきたい。

［参考資料 令和２年度 短期集中通所サービス事業利用者 基本チェックリスト

各リスクにおける事業利用前後の該当者割合の変化 長崎市高齢者すこやか支援課］
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